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２－３ 宿泊施設調査 

（１）調査の概要 
①調査の目的 
市内宿泊施設の概要ならびに宿泊者数を把握することにより、今後の本市観光推進のための基

礎資料とすることを目的に、平成 20 年度における市内宿泊施設の現況を調査した。 
 

②調査対象・方法 
平成 19 年度調査により把握した市内宿泊施設から廃止した施設を除き、平成 20 年度新規開業

した施設を加え、185 施設を今回の調査対象とした。 
なお、旅館業法にもとづく許可施設のうち、簡易宿所、下宿営業の施設、風俗関連営業の施設

や宿泊客を受け入れていない料理旅館などを除いたものを調査対象とした。 
調査にあたっては、対象施設に対して調査票を郵送し、回収した上で電話による補足調査を

行った。 
 

③調査項目（巻末調査票参照） 
●施設のタイプ（ホテル、旅館、簡易宿所、下宿） 
●タイプ別（和・洋室）の室数及び定員数 
●平成 20 年度の宿泊客数（実人数、延べ人数、外国人宿泊客を含む） 
●国別、宿泊客数 
●修学旅行団体の受入内容 

 
④調査時期及び回答状況 
●調査時期：平成 21 年 5 月～6 月 
●回答状況：調査対象数 185 施設 
      有効回答数 181 施設 

（全問回答 53 施設、準全問回答 47 施設、部分回答 81 施設） 
      廃 休 業 数   4 施設（未開業 1 施設を含む） 
      新規開業数   3 施設 
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（２）宿泊施設の現状 
①回答状況及び集計方法 
今回の調査対象とした 185（平成 20 年度新規開業した 3 施設を含む）施設のうち、調査で廃休

業などが判明した 4 施設を除く 181 施設を有効回答数とした。 
有効回答数のうち、全問回答が得られたのは 53 施設（対有効回答数比 29.3％）、準全問回答（宿

泊者数の回答有り）が得られたのは 47 施設（対有効回答数比 26.0％）、部分回答が得られたのは

81 施設（対有効回答数比 44.7％）であった。 
施設のタイプについては、以下の分類区分を基本とした。 

 
 

・登録ホテル：国際観光ホテル整備法に基づく登録ホテル 
・ホ テ ル：洋室の収容人数もしくは室数のいずれかが全体の過半数を占める施設で、上記

登録ホテルを除いた施設 
・旅   館：和室の収容人数並びに室数が全体の過半数を占める施設 

 
 

また、ホテルについて、室数（規模）をもとに以下の区分を行った。 
  ・ホテル：100 室以上、50 室以上 100 室未満、50 室未満の 3 区分 
   

表 2-3-1 回答状況（タイプ、規模別） 

有効回答数      

計 全問回答 準全問回答 部分回答 廃休業等 新規開業 対象施設数

回答状況
  
  
施設規模 （施設） （施設） （施設） （施設） （施設） （施設） （施設）

登録ホテル  20 11 8 1 0 （0） 20
100 室以上 63 18 20 25 1 （3） 64
50 室以上 100 室未満 28 6 8 14 0 （0） 28
50 室未満 20 5 3 12 0 （0） 20

ホテル 
（登録

ホテル

を除く） 
計 111 29 31 51 1 （3） 112

旅 館 50 13 8 29 3 （0） 53
全   体 181 53 47 81 4 （3） 185

回収率：（％） 97.8 - - - 2.2 -  100.0
回答状況：（％） 100.0 29.3 26.0 44.7 0.0 （1.7） -

注：新規開業は内数値のため、（ ）となっている。 
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②施設の室数及び収容人数 
今回の調査結果から得られた施設分類別の宿泊施設数、室数、収容人数は下表の通りである。 
施設数では、登録ホテルが 20 施設、登録ホテルを除くホテルは 111 施設、旅館は 50 施設となっ

ている。また、室数の合計は 21,495 室、収容人数の合計は 29,677 人で、昨年度調査時点より合

計施設数では 1 施設の減少、部屋数では 805 室、収容人数では 1,211 人の増加となった。 
 

表 2-3-2 市内宿泊施設の規模別にみた室数及び収容人数（タイプ、規模別） 

和 室 洋 室 合 計 
回答数

室数 収容人数 室数 収容人数 室数 収容人数

室・人員
 
 

 施設規模 （施設） （室） （人） （室） （人） （室） （人） 

登録ホテル  20 26 84 5,926 8,970 5,952 9,054

100 室以上 63 20 76 12,034 14,705 12,054 14,781

50 室以上 100 室未満 28 28 97 2,093 2,658 2,121 2,755

50 室未満 20 61 184 517 729 578 913

ホテル    
（登録ホテル

を除く） 
計 111 109 357 14,644 18,092 14,753 18,449

旅 館  50 691 2,021 99 153 790 2,174

全   体 181 826 2,462 20,669 27,215 21,495 29,677

 
表 2-3-3 市内宿泊施設の収容能力の推移 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 
施設区分 室 数 収容人数 室 数 収容人数 室 数 収容人数 室 数 収容人数 室 数 収容人数

登録ホテル 6,032  9,082  6,028  9,044 5,974 8,963 5,952 8,995  5,952  9,054 

ホ テ ル 13,021  16,085  13,410  16,515 13,305 16,446 13,894 17,154  14,753  18,449 

旅   館 1,021  2,750  951  2,560 945 2,568 844 2,317  790  2,174 

全   体 20,074  27,917  20,389  28,119 20,224 27,977 20,690 28,466  21,495  29,677 

施 設 数 192 186 185 182 181 

 
 

図 2-3-1 市内ホテル・旅館収容人数及び施設数推移 
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（３）宿泊客数 
①年間宿泊者数 
ア：宿泊者数 
平成 20 年度の全施設の年間総延べ宿泊者数は約 624 万人泊であった。 
タイプ別にみると、登録ホテルが約 197 万人泊、ホテル（登録ホテルを除く）が約 405 万人

泊、旅館が約 21 万人泊である。 
また、全施設の年間総実人数は約 472 万人となっており、一人あたりの宿泊日数は約 1.3 日

と推計される。 
外国人宿泊者については、年間総延べ宿泊者数は約 63 万人泊、実人数は約 38 万人である。

実人数を参照すると宿泊者の 8.0％が外国人で構成されており、一人あたりの宿泊日数は約 1.7
日と推計される。 
また、外国人宿泊者の宿泊日数を施設別にみると、ホテル（登録ホテルを除く）が宿泊者一

人あたりの宿泊数 2.5 泊と最も多く、次いで、旅館と登録ホテルが 1.4 泊となっている。 
 

表 2-3-4 年間宿泊者数（推計値） 

    

  

 

全施設の年間 
総延べ宿泊者数

うち全施設の 
年間外国人 

総延べ宿泊者数

全施設の 
年間総実人数 

うち全施設の 
年間外国人 
総実人数 

    （人泊） （人泊） （人） （人） 

登録ホテル   1,970,106 403,872 1,505,161  284,475 

100 室以上 3,353,221 211,253 2,504,856  82,660 

50 室以上 100 室未満 558,183 11,722 483,945  4,839 

50 室未満 143,009 2,288 92,956  1,580 

ホテル  

（登録ホテル

を除く） 
計 4,054,413 225,263 3,081,757  89,079 

旅 館   213,501 5,765 132,584  3,978 

全   体 6,238,020 634,900 4,719,502  377,532 
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イ：宿泊者数の推移 
宿泊者数の過去 5 年間の推移をみると、年間総実人数はこの 5 年間で最多であった昨年度か

ら減少し、平成 18 年度を若干下回る値に、年間総延べ宿泊者数も平成 18 年度を若干下回る値

となっている。 
年間定員稼働率については、平成 17 年度から低下傾向にあり、昨年度より 4 ポイント減少

している。 
外国人宿泊者数については、総実人数はこの 5 年間で最多であった昨年度に比べると若干減

少している。一方、総延べ宿泊者数は前 3 年間より減っており、外国人一人あたりの宿泊数は

少なくなっている。 
 

 
表 2-3-5 年間宿泊者数及び年間定員稼働率の推移（推計値） 

年 度 
  
 
区 分 

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

年間総実人数（人）   4,651,625 4,472,967 4,752,837 4,845,349  4,719,502 

うち外国人 333,857 272,539 286,704 378,730  377,532 

年間総延べ宿泊者数（人泊） 5,738,330 7,135,833 6,288,947 6,384,202  6,238,020 

うち外国人  528,769 671,905 675,238 688,805  634,900 

年間定員稼働率（％） 58.9 70.4 63.6 63.2  59.1 

注：年間定員稼働率とは、定員に占める宿泊者数の割合を示す。客室稼働率とは異なる。 
  年間定員稼働率＝年間延べ宿泊者数÷年間収容可能人数（表 2-3-6 参照） 

 
 
 

図 2-3-2 市内延べ宿泊者数の推移 
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宿泊者数の推計にあたっては、各施設から得られた回答結果を最大限に活かし、推計に必要な回

答が得られている施設（回答あり施設）の内容をもとに、稼働率や比率などの算定基準となる数値

を推計し、全施設の推計値を算出した。 
また、年間の収容可能人数（最大収容容量）は、各施設の一日あたりの収容可能人数に、その施

設の平成 20 年度の営業日数（通年営業施設は 365 日）を乗じて算出した。 
なお、計や全体は、施設分類別推計値や規模別推計値の積み上げ値とした。 

 
ａ．全施設の年間総延べ宿泊者数（推計値） 
ア：回答あり施設の年間延べ宿泊者数（実積値）及び年間定員稼働率 

年間定員稼働率は、回答あり施設を対象として 59.1％の値を得た。区分別にみると、ホテル

及び登録ホテルでは 6 割程度であるが、旅館では 26.9％とホテルより低い値となった。 
なお、ここでの稼働率は、年間収容可能人数に対する宿泊者数であり、客室稼働率とは異な

る。 
 

表 2-3-6 回答あり施設の年間延べ宿泊者数の実績値及び年間定員稼働率 

  ① ② ③ ④ 

    
回答数 年間延べ  

宿泊者数 

回答あり施設

の１日収容可

能人数 

回答あり施設 
の年間収容 
可能人数 

年間定員 
稼働率 

    （施設） （人泊） （人） （人） （％） 

登録ホテル   19 1,771,710 8,142 2,971,830  59.6 

100 室以上 38 2,121,638 9,359 3,369,568  63.0 

50 室以上 100 室未満 14 295,646 1,459 532,535  55.5 

50 室未満 8 54,695 349 127,385  42.9 

ホテル 
（登録ホテル 
を除く） 

計 60 2,471,979 11,167 4,029,488  61.3 

旅 館   21 90,966 926 337,990  26.9 

全   体 100 4,334,655 20,235 7,339,308  59.1 

注：③＝②×365 日  (年度内の開館、閉館施設や休業分は営業日数に準じて算出) 

  ④＝①÷③

推計方法
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イ：回答なし施設の年間延べ宿泊者数 
回答なし施設の年間延べ宿泊者数については、回答なし施設の年間収容可能人数に、回答あ

り施設で求めた施設分類別・規模別の稼働率を乗じて推計値（1,903,365 人泊）を算出した。 
 

表 2-3-7 回答なし施設の年間延べ宿泊者数の推計値 

  ① ② ③ ④ 

    
回答数 回答なし施設

の１日収容 
可能人数 

回答なし施設

の年間収容 
可能人数 

回答あり施設 
で求めた 
稼働率 

回答なし施設

の年間延べ 
宿泊者数 
の推計値 

    （施設） （人） （人） （％） （人泊） 

登録ホテル   1 912 332,880 59.6  198,396 

100 室以上 25 5,422 1,954,894 63.0  1,231,583 

50 室以上 100 室未満 14 1,296 473,040 55.5  262,537 

50 室未満 12 564 205,860 42.9  88,314 

ホテル 
（登録ホテル 
を除く） 

計 51 7,282 2,633,794   1,582,434 

 旅 館  29 1,248 455,520 26.9  122,535 

全   体 81 9,442 3,422,194   1,903,365 

注：②＝①×365 日   (年度内の開館、閉館施設や休業分は営業日数に準じて算出） 

  ④＝②×③     

年間延べ宿泊者数の推計値の計及び全体は内訳を積み上げた数値 

 
ウ：全施設の年間総延べ宿泊者数 
全施設の年間総延べ宿泊者数は、前出のアの項で算出した回答あり施設の年間延べ宿泊者数

の実績値に、イの項で算出した回答なし施設の年間延べ宿泊者数の推計値を加算して求めた

（6,238,020 人泊）。 
 

表 2-3-8 全施設の年間総延べ宿泊者数の推計値 

  ①回答あり施設 ②回答なし施設 ③全施設 

    回答数 年間延べ

宿泊者数
回答数 年間延べ

宿泊者数
回答数 年間総延べ

宿泊者数

    （施設） （人泊） （施設） （人泊） （施設） （人泊）

登録ホテル   19 1,771,710 1 198,396  20  1,970,106 

100 室以上 38 2,121,638 25 1,231,583  63 3,353,221 

50 室以上 100 室未満 14 295,646 14 262,537  28  558,183 

50 室未満 8 54,695 12 88,314  20  143,009 

ホテル 
（登録ホテル 
を除く） 

計 60 2,471,979 51 1,582,434  111  4,054,413 

旅 館   21 90,966 29 122,535  50  213,501 

全   体 100 4,334,655 81 1,903,365  181  6,238,020 

注：③＝①＋② 
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ｂ．全施設の年間総実人数（推計値） 
全施設の年間総実人数の推計値は、年間の延べ宿泊者数及び実人数ともに回答が得られた施設

をもとに、延べ宿泊者数に対する実人数の割合を求め、実人数比率とし、その数値を前出ａのウ

（表 2-3-8）で求めた全施設の年間総延べ宿泊者数の推計値に乗じて算出した（4,719,502 人）。 
 

表 2-3-9 全施設の年間総実人数の推計値 

  ① ② ③ ④ ⑤ 

    
回答数 回答あり 

施設の年間

実人数 

回答あり 
施設の年間

延べ宿泊者数

回答あり 
施設の 

実人数比率

全施設の 
年間総延べ 
宿泊者数 
推計値 

全施設の年間

総実人数 
推計値 

    （施設） （人） （人泊） （％） （人泊） （人） 
登録ホテル   11 873,375 1,142,809 76.4 1,970,106  1,505,161 

100 室以上 18 778,362 1,042,664 74.7 3,353,221  2,504,856 

50 室以上 100 室未満 6 116,846 134,720 86.7 558,183  483,945 

50 室未満 5 24,271 37,356 65.0 143,009  92,956 

ホテル 
（登録ホテル 
を除く） 

計 29 919,479 1,214,740 4,054,413  3,081,757 

 旅 館  13 33,516 53,969 62.1 213,501  132,584 

全   体 53 1,826,370 2,411,518   6,238,020  4,719,502 

注：③＝①÷② 

  ⑤＝④×③ 

    全施設の年間総実人数の推計値の計及び全体は内訳を積み上げた数値 

 
 
 

ｃ．全施設の年間外国人の宿泊者数（推計値） 
外国人の宿泊者数については、外国人及び外国人を含めた宿泊者数ともに回答が得られた施設

をもとに割合を求め、全施設の宿泊者数の推計値に乗じて算出した。 
 
ア：全施設の年間外国人総延べ宿泊者数（推計値） 

全施設の年間外国人総延べ宿泊者数の推計値については、年間の延べ宿泊者数及び外国人延

べ宿泊者数ともに回答が得られた施設をもとに、延べ宿泊者数に対する外国人延べ宿泊者数の

割合を求め、外国人延べ宿泊者数比率とし、その数値を前出ａのウ（表 2-3-8）で求めた全施

設の年間総延べ宿泊者数の推計値に乗じて算出した。 
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表 2-3-10 全施設の年間外国人総延べ宿泊者数の推計値 

  ① ② ③ ④ ⑤ 

    
回答数

回答あり

施設の年間

外国人延べ

宿泊者数

回答あり 
施設の 
年間延べ 
宿泊者数 

回答あり

施設の 
外国人延べ 
宿泊者数

比率 

全施設の 
年間総延べ 
宿泊者数 
推計値 

全施設の

年間外国人

総延べ宿泊

者数推計値

    （施設） （人泊） （人泊） （％） （人泊） （人泊）

登録ホテル   17 334,813 1,633,976 20.5  1,970,106  403,872 
100 室以上 32 113,044 1,781,284 6.3  3,353,221  211,253 
50 室以上 100 室未満 8 3,543 168,243 2.1  558,183  11,722 
50 室未満 6 783 47,984 1.6  143,009  2,288 

ホテル 
（登録ホテル 
を除く） 

計 46 117,370 1,997,511   4,054,413  225,263 
 旅 館  16 2,082 76,787 2.7 213,501  5,765 

全   体 79 454,265 3,708,274   6,238,020  634,900 
注：③＝①÷② 
  ⑤＝④×③ 
    全施設の年間外国人総延べ宿泊者数の推計値の計及び全体は内訳を積み上げた数値 

 
イ：全施設の年間外国人総実人数（推計値） 
全施設の年間外国人総実人数の推計値については、年間の実人数及び外国人実人数ともに回

答が得られた施設をもとに、実人数に対する外国人実人数の割合を求め、外国人実人数比率と

し、その数値を前出ｂで求めた全施設の年間総実人数の推計値（表 2-3-9）に乗じて算出した。 
 

表 2-3-11 全施設の年間外国人総実人数の推計値 

① ② ③ ④ ⑤ 

回答数 
回答あり

施設の年間

外国人 
実人数 

回答あり

施設の年間

実人数 

回答あり

施設の 
外国人 

実人数比率 

全施設の 
年間 

総実人数 
推計値 

全施設の

年間外国人

総実人数

推計値 

  

  
  
  
  

（施設） （人） （人） （％） （人） （人） 
登録ホテル   11 165,300 873,375 18.9  1,505,161  284,475 

100 室以上 16 22,685 680,530 3.3  2,504,856  82,660 
50 室以上 100 室未満 4 658 65,310 1.0  483,945  4,839 
50 室未満 5 410 24,271 1.7  92,956  1,580 

ホテル 
（登録ホテル 
を除く） 

計 25 23,753 770,111   3,081,757  89,079 
 旅 館  11 968 32,698 3.0 132,584  3,978 

全   体 47 190,021 1,676,184   4,719,502  377,532 
注：③＝①÷② 
  ⑤＝④×③ 
    全施設の年間外国人総実人数の推計値の計及び全体は内訳を積み上げた数値 
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ホテル（登録ホテルを除く） 全　　体

100室
以上

50室以上
100室
未満

50室未満 計
人数

（人）
割合

（％）

回答数（施設） 19 31 9 7 47 18 84
中国 30,275 22,291 1,421 77 23,789 178 54,242 18.5
香港 20,662 3,173 190 4 3,367 35 24,064 8.2
台湾 47,259 28,033 273 5 28,311 103 75,673 25.9
韓国 32,069 9,238 325 57 9,620 308 41,997 14.3
米国 36,551 3,490 578 58 4,126 211 40,888 14.0
タイ 29,390 2,856 65 7 2,928 23 32,341 11.0
ドイツ 5,142 512 32 13 557 122 5,821 2.0
シンガポール 4,384 697 32 2 731 12 5,127 1.7
英国 2,940 600 124 6 730 85 3,755 1.3
フランス 2,554 657 62 14 733 193 3,480 1.2
オーストラリア 2,569 448 76 18 542 266 3,377 1.2
カナダ 1,425 299 33 10 342 75 1,842 0.6
インドネシア - 2 252 - 254 5 259 0.1
ブラジル 4 99 1 7 107 2 113 0.0
ロシア - 103 - - 103 9 112 0.0
スペイン 10 34 2 8 44 30 84 0.0
フィンランド 9 61 - 9 70 - 79 0.0
マレーシア - 50 18 5 73 - 73 0.0
オランダ - 25 2 - 27 25 52 0.0
ニュージーランド - 19 2 1 22 20 42 0.0
スイス - 7 2 6 15 26 41 0.0
スウェーデン - - 20 4 24 12 36 0.0
インド - 26 1 - 27 - 27 0.0
イタリア - 23 - 1 24 - 24 0.0
フィリピン - 15 2 - 17 - 17 0.0
ポーランド - - - - - 16 16 0.0
ベルギー - 12 - - 12 - 12 0.0
メキシコ 12 - - - - - 12 0.0
ノルウェー - - 11 - 11 - 11 0.0
ポルトガル - 5 - - 5 - 5 0.0
ベトナム - 2 - - 2 2 4 0.0
カンボジア - 3 - - 3 - 3 0.0
ミャンマー - 3 - - 3 - 3 0.0
ネパール - - - - - 3 3 0.0
アイルランド - - - 3 3 - 3 0.0
ラオス - 2 - - 2 - 2 0.0
モンゴル - - 2 - 2 - 2 0.0
パキスタン - - - 1 1 - 1 0.0
チェコ - - - 1 1 - 1 0.0
エストニア - - - 1 1 - 1 0.0
クロアチア - - - 1 1 - 1 0.0
アルゼンチン - - - 1 1 - 1 0.0
合　計 215,255 72,785 3,526 320 76,631 1,761 293,647 100.0

登
録
ホ
テ
ル

旅
　
館

②国別外国人宿泊数 
国別に外国人宿泊者数の回答が得られた施設は 84 施設で、そのうち外国人の宿泊があった

施設は 74 施設であり、その割合は 88.1％であった。なお、外国人の宿泊が無かったのは、旅館

が 9 施設、ホテル（登録ホテルを除く）が 1 施設であった。 
国別の外国人宿泊者数をみると、台湾が全体の 25.9％（75,673 人）と最も多く、次いで中国

が 18.5％（54,242 人）、韓国 14.3％（41,997 人）と近隣の国が上位を占めている。以下、米国

14.0％（40,888 人）、タイ 11.0％（32,341 人）、香港 8.2％（24,064 人）、ドイツ 2.0％（5,821 人）、

シンガポール 1.7％（5,127 人）と続いている。 
施設分類別にみると、登録ホテルでは上位の国別宿泊数は比較的分散しているが、ホテル（登

録ホテルを除く）では台湾と中国で約 7 割を占めている。 
 

表 2-3-12 国別、外国人宿泊者数 
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③修学旅行団体の受入状況 
ア：修学旅行学校数及び宿泊者数 
平成 20 年度に修学旅行を受け入れた宿泊施設は 12 施設（対有効回答 181 施設比 6.6％）で、

昨年度と同数となっている。学校数は 60 校、宿泊者数は 4,432 人であり、昨年度（59 校、5,165
人）に比べ、学校数は 1 校増加しているものの、宿泊者数は 733 人減少している。 

学校分類別では、中学校とその他は昨年度に比べ、学校数、宿泊者数ともに増加している。

一方、小学校と高校は昨年度に比べ、学校数、宿泊者数ともに減少している。 
 
 

表 2-3-13 修学旅行団体の受入実績 

   ① ② ③ 

  
 

修学旅行  

受入施設数 学校数 宿泊者数 
１校あたり修学

旅行宿泊者数 

    （施設） （校） （人） （人） 

登録ホテル  4 21 2,416  115 

100 室以上 4 8 868  109 

50 室以上 100 室未満 0 0 0  0 

50 室未満 0 0 0  0 

ホテル  

（登録ホテ

ルを除く） 
計 4 8 868  109 

旅 館   4 31 1,148  37 

全   体 12 60 4,432  74 

注：③＝②÷① 
 

 

表 2-3-14 修学旅行団体の受入実績（年度推移） 

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 年度 

 

区分 
学校数 宿泊者数 学校数 宿泊者数 学校数 宿泊者数 学校数 宿泊者数 学校数 宿泊者数

小学校 21 1,096 41 2,072 26 1,464 25 1,411 21 1,081

中学校 7 595 36 3,733 6 371 9 696 12 939

高 校 4 303 31 2,886 16 1,028 14 2,053 8 730

その他 16 2,874 27 3,165 25 3,106 11 1,005 19 1,682

全 体 48 4,868 135 11,856 73 5,969 59 5,165 60 4,432
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回答状況 地域 計 小学校 中学校 高校 その他

施設区分 （施設） （校） （校） （校） （校） （校）

北海道・東北 1 1
関東・甲信越 7 2 1 4
東海・北陸 7 2 4 1
近畿 2 2
中国・四国 0
九州・沖縄 3 3
海外 1 1
北海道・東北 1 1
関東・甲信越 2 2
東海・北陸 2 1 1
近畿 0
中国・四国 1 1
九州・沖縄 0
海外 2 2
北海道・東北 0
関東・甲信越 7 1 6
東海・北陸 6 1 5
近畿 16 14 2
中国・四国 1 1
九州・沖縄 1 1
海外 0
北海道・東北 2 0 1 1 0
関東・甲信越 16 2 4 0 10
東海・北陸 15 3 5 2 5
近畿 18 16 0 0 2
中国・四国 2 0 0 1 1
九州・沖縄 4 0 0 3 1
海外 3 0 2 1 0

計 60 21 12 8 19

ホテル(登録ホテルを含まず）

旅　館

登録ホテル

全　体

イ：地域別の受入学校数 
下表は、修学旅行団体の受入学校数を地域別・学校分類別に整理したものである。 
合計では 60 校中 18 校（30.0％）が近畿地域から、16 校（26.7％）が関東・甲信越地域から

の修学旅行団体であり、東海・北陸地域は 15 校（25.0％）であった。昨年度と比較すると、関

東・甲信越地域が 6 校増加し、東海・北陸地域と中国・四国地域がそれぞれ 2 校、近畿地域が

1 校減少している。また、海外からは昨年度と同じく 3 校であり、中国が 2 校、オーストラリ

アが 1 校となっている。 
学校分類別では、小学校（21 校、35.0％）が最も多く、次いでその他（19 校、31.7％）であ

る。以下、中学校（12 校、20.0％）、高校（8 校、13.3％）となっている。 
 
 

表 2-3-15 施設別、地域別修学旅行団体受入状況 
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小学校 中学校 高等学校 その他 計

校数 人員 校数 人員 校数 人員 校数 人員 校数 人員

北海道 1 243 1 150 2 393
青森県

秋田県

岩手県

山形県

宮城県

福島県

東京都 1 80 7 1,392 8 1,472
神奈川県 2 43 2 43
千葉県 1 74 1 80 2 154
埼玉県

群馬県

栃木県

茨城県

新潟県 1 31 1 31
長野県 1 70 1 27 2 97
山梨県 1 120 1 120
愛知県 1 50 1 50
岐阜県 1 19 4 164 1 11 6 194
三重県

静岡県 1 87 1 41 3 31 5 159
福井県 1 8 1 8
石川県

富山県 1 200 1 30 2 230
滋賀県

京都府 16 735 1 27 17 762
大阪府

奈良県 1 26 1 26
和歌山県

兵庫県

鳥取県 1 257 1 257
島根県

岡山県 1 18 1 18
広島県

山口県

香川県

徳島県

愛媛県

高知県

福岡県 2 160 1 46 3 206
大分県

宮崎県

熊本県 1 42 1 42
佐賀県

長崎県

鹿児島県

沖縄県

中国 2 120 2 120
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 1 50 1 50
合    計 21 1,081 12 939 8 730 19 1,682 60 4,432

表 2-3-16 地域別修学旅行団体受入状況 
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